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第１９期町田市立図書館協議会 

第５回定例会議事録（要旨） 

 

日 時  ２０２２年７月２０日（水）１４時～１６時 

場 所  町田市立中央図書館 ６階ホール 

 

出席者 （委 員）松本 直樹、仲村 拓真、梶野 明信、 

鈴木 真佐世、福田 有美子、坂巻 美和子、 

吉田 和夫、平田 冨久子、若色 直美 

    （事務局）図書館長、図書館副館長、図書館担当課長 

         図書館職員９名 

欠席者 （委 員）高澤 善幸 

傍聴者  １名 

               

○事務局    お集まりいただきありがとうございます。定刻になったので、

ただいまから第１９期第５回町田市立図書館協議会を開会する。 

 会議に先立ち、事務局から報告をさせていただく。 

 お一人、リモートでのご参加を予定しているが、まだご参加い

ただけていない状況である。約５０分ほどで、所用でご退席され

るということであるので、ご承知おき願う。リモートであるが、

機器の都合上、音声のみという形になるので、その点ご了承願う。 

 本日の会議であるが、新たな委員の高澤委員がまだお見えにな

られていない。現時点で、出席８名で、定足数である過半数を満

たしているので、会議は成立している。 

 次に、本会議は町田市審議会等の会議の公開に関する条例第３

条に基づき公開が原則となっている。 

 本日の傍聴については、１名ご連絡いただいているが、まだお

見えにはなっていない。いらしたらご入室いただく。 

 資料についてである。本日の会議の資料は、一旦お手元にお配

りしている２枚目ぐらいの紙にある、配付資料一覧のとおりとな

っている。もともと配付資料は各委員に事前にご郵送させていた

だいたところではあるが、資料１の委員名簿に若干の誤りがあっ

たので、差し替えを机上に置いている。あと、事前配付以外の本

日の配付資料として、本日の席次表、２０２１年度図書館評価の

外部評価についての議題等がある。資料を今日お持ちでない方と

かいらっしゃったら、事務局の担当にお声がけ願う。 
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 会議における発言についてのお願いである。録音データに基づ

き議事録を作成しているので、発言される際はお名前を述べられ

てからご発言いただくよう、ご協力をお願いする。 

 それでは、委員長、会議の進行をお願いする。 

 

○委員長    それでは、次第に沿って協議会を進めていく。前回から６か月

という、かなり間が空いてしまい、本当だと、その間に一度ぐら

い開催していると、いろいろ情報共有という観点でいいのかなと

は思うが、いろいろな事情でこの時期になった。どうぞよろしく

お願いしたい。 

 それでは、最初、次第の１、図書館長挨拶ということで、４月

から鶴川駅前図書館が指定管理となった。その責任者にいらして

いただいているので、一言ご挨拶をいただきたい。 

 

○中嶋館長   皆様、こんにちは。図書館長の中嶋です。本日は本当に猛暑の

中、図書館協議会にご出席いただき、ありがとうございます。 

 今、委員長からもお話があった、久しぶりの会議で、前回、第

４回の会議からかなりお時間がたっている。前回から今回までの

間にいろいろなことがあったので、本日の会議の図書館からの報

告事項でお伝えすることがいろいろあるかと思うので、よろしく

願う。 

 また、新型コロナウイルスの感染状況であるが、ご存じのとお

り、また再流行の兆しが出ており、図書館の運営ということにつ

いても影響が出てくる可能性がある。そういう意味では、周知を

続けていくことを考えている。 

 委員長からもお話があったとおり、４月から鶴川駅前図書館に

指定管理者制度を導入した。本日、こちらの責任者に来ていただ

いているので、ご挨拶をお願いする。よろしくお願いする。 

 

○鶴川駅前図書館責任者   初めまして。日頃より図書館の運営にご理解と

ご協力を賜り、誠にありがとうございます。ご承知のとおり、鶴

川駅前図書館は、２０２２年４月１日金曜より、指定管理者、久

美堂・ヴィアックス共同事業体による運営を開始した。２月、３

月の町田市様との引継ぎ研修期間を経て現在に至っている。 

 ２０２２年度年間事業計画の運営方針にも記載させていただ

いているが、当館を運営するに当たり、これまで築き上げられて
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きた図書館への信頼と実績を継続、発展させることが非常に重要

であると認識をしている。そのため、まずは貸出、返却、登録と

いった日々の基本的な業務を基本に忠実に、正確に行うことに注

力した。そのため、どちらかというと、４月は静かな雰囲気での

スタートであったと思う。３か月経過した現在、スタッフは落ち

着いて従事しており、また、チームワークを発揮して、円滑に業

務を行っている。開館時間延長や接遇に関しても、好意的なご意

見を複数いただいており、おおむね好評なスタートを切ることが

できたと思っている。 

 ４月から６月まで３か月間の入館者数は、月平均２万５，２７

６人、１日平均８９２人、２０１９年度比９４．５％となってい

る。貸出冊数は、月平均３万１，６８１冊、１日平均１，１１８

冊、２０１９年度比８７．４％となっている。今後、入館者数、

貸出数がますます増えていくように、事業計画にのっとって、図

書館の魅力づくりを進めてまいりたい。 

 続いて、最近の事業活動について具体的にご紹介する。 

 まず、展示についてご説明する。館内には様々な展示を設置し

て、利用者様をお迎えしている。これまでと同様、一般、文学、

児童、ＹＡの特集展示コーナーや、３水スマイルラウンジ、まな

びのひろば関連展示を設置している。そのほかに、新たに常設展

示、「まちだと作家たち」、「クラシック音楽を身近なものに」、「映

画の本棚」を開設した。これらの展示については、ポプリホール

をはじめとする他施設との連携を意識している。また、各展示担

当者の個性を引き出し、多様な情報を利用者様にお届けできるよ

う促している。 

 児童サービスについては、３月までと同様、月２回、第１水曜

日と第４金曜日におはなし会を開催している。それに加え、７月

からは第２火曜日にえいごのおはなし会を新たに始めた。 

 利用者様の調べものの支援と利便性の向上として、４月に図書

館内でフリーＷｉ－Ｆｉを開設した。この館内Ｗｉ－Ｆｉで接続

して使用できる時短読書サービスフライヤーも近日中に開始予

定である。 

 目立たない点かもしれないが、利用者様の安心安全に関する配

慮に注力した。館内の安全を継続的に確保するため、２時間に１

回程度、図書館スタッフによる巡回も実施している。また、本の

除菌機も４月より導入し、利用者の皆様がより清潔な図書を手に
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できるようにした。 

 さて、当館は、本年１０月に開館１０周年を迎える。その１０

月を中心に、開館１０周年記念事業を予定している。人気絵本作

家きむらゆういち氏の講演会、原画展、地元在住の絵本作家中垣

ゆたか氏による鶴川駅前図書館公式キャラクターの作成、人気キ

ャラクターかいけつゾロリとの撮影会や缶バッジ作成、町田市の

紙芝居師さるびあ亭かーこ氏による当館の歴史を描いたオリジ

ナル紙芝居、以上４つの事業を予定している。これらが単なるそ

の場だけのイベントで終わることなく、地域の皆様の思い出に残

るものになるように、また、この機会に図書館をまだ利用してい

ない方々へも図書館の存在を十分にアピールする場となるよう

に、大いに工夫したいと考えている。 

 イベントといえば、５月より、さるびあ亭かーこの紙芝居を開

催した。町田市在住のプロの紙芝居師の方をお招きしての催し

で、今年度奇数月での開催を予定している。お子様からご年配の

方まで、全ての層の方々に楽しんでいただける内容となってい

る。 

 こうした様々な図書館での活動をより多くの方々に知ってい

ただくべく、６月に鶴川駅前図書館だよりを発行した。お手元に

お配りしたので、ご参照願う。こちらは、利用者様や地域の方々

との交流のツールとして、また、図書館をよく知らない方々への

広報のツールとして、積極的に活用してまいる。 

 結びとして、当館は、町田市立図書館のサービス理念などを十

分に理解した上で、町田市立図書館の一員としての意識を常に持

ち、他の図書館とも情報の共有を図りながら、円滑な運営を進め

てまいる。利用者様には、この図書館に来て本当によかった、ス

タッフには、この図書館で働いて本当によかったと思ってもらえ

るような運営を心がけたい。 

 駆け足になったが、以上、ご報告申し上げた。今後ともよろし

くお願いする。 

 

○事務局    ここでリモート参加者の準備が整ったのでお知らせする。 

  

○委員長    それでは、３．移動図書館について話していきたい。 

 資料３－①、３－②が関連の資料である。３－①について私か

ら説明をさせていただき、３－②については図書館の方からご説
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明をいただきたい。 

 それでは、資料３－①をご覧いただきたい。これは何かという

と、前回、１月の協議会において、移動図書館について議論する

中で、議論の進め方について議論があった。議事録を改めて確認

したところ、その中で、図書館協議会として一定の提言というか、

そういった文書の形でまとめるということが適当ではないのか

と提案させていただいたが、そういうようなことになったので、

移動図書館に関して、第１９期の協議会でまとめる、その方法と

構成について、本日ご提案というか、協議をいただきたいという

ことである。 

 資料を読ませていただくと、１．まとめ方ということで、この

移動図書館に関しては、第１８期から議論が始まっている。第１

９期はそれを引き継いだものということで議論しているが、まと

め方としては、１８期の議論も踏まえて文書としてまとめたいと

いうことである。ただ、２つ目のポツに書いてあるが、当然、我々

は１９期であるので、１９期の図書館協議会が責任を持ってまと

めるという形にしたいと思っている。 

 ２の項目案というのは、要するに提言にするかどうか分からな

いが、そういう一定のまとまりの文書とする場合の構成案にな

る。大きく１、２、３とあり、１は移動図書館に関わる課題とい

うことで、図書館の方でこういった課題があるということで、当

然それを踏まえて我々は協議しているので、図書館側が考えてい

る課題について１でまとめをする。したがって、２と３が１８期

と１９期の図書館協議会の議論をまとめたものということにな

る。２．１から２．５がどういうものかということだが、これは

基本的には移動図書館に関わる課題、１というのはアクションプ

ランというものがあり、それを踏まえて議論が設定されていたの

で、それをここに書いたということである。 

 ちなみに、確認してきたが、１８期では、図書館協議会の５回

目から７回目で２．２、あるいは２．３を協議していた。８回目

以降で２．４、あるいは２．５を協議していた。１９期に関して

は、２．３を７回目から８回目、これは次にご説明が図書館から

あると思うが、２．３については７回目から８回目に協議をする、

そして、２．４に関しては、８回目から９回目、この期で議論す

ることになる予定である。そのような形で構成案を考えている。 

 ３の内容であるが、これまでの議論については、次回協議会で、
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私の方からこれまでの協議会の議事録を参考にまとめたもの、そ

れを案としてお示しするので、それについて次回ご協議いただき

たいと考えている。当然、それは主に１８期の議論であるので、

１９期については、先ほど言ったように７回から９回まで議論す

るので、それを適宜加えて、最終的なまとめとしたいと思ってい

る。 

 というのが、この移動図書館に関する議論のまとめ方について

であるが、このことについて、皆さんの方で何かお気づきの点、

ご意見、ご質問があればお出しいただきたい。いかがか。 

 ちょっと中身がないので、全然イメージが湧かないかもしれな

いが、次回それを、主に１８期の議論を文章にするのか箇条書き

にするのか、そこら辺は改めて考えていきたいと思うが、それを

見ていただき、いろいろご意見をいただきたい。いかがか。 

 

○Ａ委員    委員長がまとめてくださったものを次回の前にいただけれ

ば、それを読んだ上で議論ができるかと。その場では読んで意見

を言うというのはなかなか難しいので、ちょっと前にいただけれ

ばと思う。 

 

○委員長    では、そのような形で、事前に皆さんにお届けするようにした

いと思うので、目を通して、協議会の方にお越しいただければと

思う。 

 

○Ｂ委員    確認というか、２．４の学校図書館の地域開放、これはかねて

から移動図書館と学校図書館開放ということが、リンクして話さ

れていることは確かにあると思うが、本来これは別物ではない

か。だから、移動図書館は移動図書館の充実、我々の考え方がど

うかはまた別だが、本来は、移動図書館は移動図書館の機能を持

って手続をやる。それから、学校図書館の開放というのはまた別

の課題で、スクールコミュニティーみたいなものをつくっていく

ために学校図書館がどのような、地域に対する有利な位置づけに

なるかというような話で、ちょっとまた話が違うかなと思う。だ

から、関連として話すのは構わないと思うが、ちょっと相対的に

独立しているのではないかとは思うが、いかがか。 

 

○委員長    ありがとうございます。そういう意味で言うと、２．３の図書
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館サービス拠点の考え方というのも、予約をどう受け渡すかとい

うポイントの話ではあるので、そういう意味ではおっしゃるよう

に、２．３、あるいは２．４というのは、要するに移動図書館を

考えるときにはその周辺のことも一緒に考えようということで、

１８期はそういう形で議論していたが、今のＢ委員のお話は、よ

り絞ったほうがいいのではないかということである。移動図書館

なら移動図書館でまとめた方がいいのではないかというご意見

である。 

 

○Ａ委員    Ｂ委員のおっしゃったように、私たちのそのときの話合いも、

学校図書館の問題は、それはそれであれだが、移動図書館をどう

するかという問題が大事であって、学校開放をするから移動図書

館を減らすとか、それから、予約サービスをどうこうするから移

動図書館をという考えではないというのが、委員の大体のお考え

であったかなと思う。図書館側が一応それを一緒に考えるように

なっているから、委員長もこれを入れられたかと思うが、その辺

はどうするか、難しいが。 

 

○事務局    図書館としてご意見をいただきたいポイントというのは、ど

うしても新しく建つ学校がある中で、そこに図書館からサービス

として、予約受渡し場所を設ける必要があるかどうかという点、

そうすると、どうしても、同じく遠隔地のサービスである移動図

書館と併存が、どっちも入れるというのもおかしな状況になって

しまう。その点をどうしていくかというところを、図書館として

はご意見をいただかないと、今後、学校が新しく建つというのを

進めたときに、本当にそこの学校に、予約受渡しは図書館として

どう思うのと聞かれたときに、私たちとして答えを出すときに、

皆様の意見を伺って、答えていきたいなというところがある。そ

ういった意味で、遠隔地サービスという幅広い視点からご意見を

頂戴できればと考えている。 

 

○Ｃ委員    前回もお話したと思うが、例えば、図書館から、Ａ案、Ｂ案、

Ｃ案が提示され、意見を求められ、委員の大半がＢ案だったとす

る。しかし、次回はＣ案の検討を求められたことがある。私たち

が出したＢ案という意見が取り入れなかった理由、なぜＣ案にな

ったかという理由というのも、１回１回説明していただけると、
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私たちも納得いくのかなという気がする。 

 

○事務局    特にどちらかに決めたというものでは最初からなかったもの

なので、それぞれ皆様から、例えばご意見を、よりもらいやすく

するために、こういう案もあるのではないかというのでお示しし

ていただけなので、私たちがこうしたいというのがあって、それ

に対してご意見をいただいていたという訳ではない。もともと、

この移動図書館の議論の出発点は、私たちがこうしたいというも

のを皆さんから意見をもらうのではまずいのではないかという

ところがあったので、一から皆様に、我々が持っている情報を提

供した上で、今後の移動図書館はどうしたらいいのかみたいな形

の議論は進めていこうと、ちょっとロングスパンな感じで進んで

きたのかなと思っている。 

 今回のまとめ方というのが、それぞれの皆様のご意見がどうだ

ったかというのがまとまるようなまとめ方になるということで

あるので、それぞれの皆さんから、いいとか悪いとかも含めてご

意見をいただいて、我々はそれをいただいた上で考えていければ

と思っている。 

 

○委員長    このまとめは、別にそれで行政を縛るという訳では当然ない

と思う。ただ、今、Ｃ委員におっしゃっていただいたように、我々

の意見について、図書館の方でそれをどう考えているかというこ

とについては、それぞれ、あるいはどういう方針を実際に取った

のか、判断をしたのかということについては、ご説明いただける

とありがたいなと思っている。 

 要は２．４を、これは取ってしまうということはあり得るとは

思うが、協議はしているかなという気がする。だから、関係する

から入れておくか、あるいは、別に移動図書館とは離れているか

らいいかという、私は別にどちらでもいいかと思う。 

 

○Ａ委員    学校図書館の、今回、町田一中が、生涯学習センターの管轄と

言うとおかしいが、図書館のあれではなくて、生涯学習センター

の管轄で地域開放が７月から行われるということが決まってい

て、そこは、貸出はしないという。だから図書館のカードも使え

なくて、単独にまた別のカードをつくってその場で利用するとい

うのが、週末ぐらいの開放らしいが、そういうことが実際に始ま
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って、前にこの中で議論したときは、学校開放は実際は難しい、

校長先生も、セキュリティーの問題も難しいとおっしゃって、な

かなかそういうことは実現しないのかなと思ったら、突然開放に

なるというような話になった。そこに図書館が入って、共通なも

のになって、カードで本を借りるとなると、１つそこが、本があ

って、貸出もできるとなると、移動図書館と一緒に考えるような

ことかもしれないなと、ちょっと新たに、前よりも現実的な話に

なってきたのかもしれない。ほかのところに広がるのかどうかは

分からないが、一緒に考える、一緒にというか、ちょっと違うこ

とだが、拠点ということで考えてもいいのかもしれない。 

 

○事務局    そうすると、学校図書館の本を貸す、貸さないというよりか

は、どちらかというと、先ほどの議論を絞って考えるとすると、

もしかしたら予約図書の受渡し場所だけの機能という面でご議

論いただいても、場合によってもいいのかなと。そこの学校用図

書を貸す、貸さないとかとなってしまうと、移動図書館とはかな

り離れた議論になってしまうというのは確かにあろうかと思う。

例えば、議論の的というのが、そこの学校の新しく建ったところ

に、予約受渡し場所としての機能を設置するとか、今、玉川学園

とか成瀬コミュニティセンターとか、小山市民センターとか、市

内に今５か所ある予約受渡し場所というものを、新しく建つ学校

のところに設けていった方がいいのかどうかという視点であれ

ば、かなり議論もして、そういった議論を学校図書館の地域開放

という形で表現をしてしまっているのがちょっとまずかったの

かなと思うが、そういった……。 

 

○Ａ委員    予約受渡しということだけなのか。 

 

○事務局    議論の今のお話を伺っていると、そういうまとめ方の方が、移

動図書館の議論に関連して、していただくことができるのかなと

いう。 

 

○事務局    恐らく、学校図書館の地域開放というのと、市立図書館のサー

ビスというのが、残念ながら今は縦割りになっている。学校図書

館のそれぞれが地域に開放するかどうかという議論よりは、要

は、町田市立図書館のサービスを、これから建っていく学校に付
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加していくかどうか、そのような議論になるかと思う。今我々の

サービスがあまり行き届いていないところに新しい学校ができ

たのだったら、学校が地域に開放するかどうかというよりも、そ

こに町田市立図書館サービスを、予約受渡し場所であったり、場

合によっては市立図書館の本を置くということなので、可能性と

してはない訳ではないので、そのようなサービスを付加するかど

うかという議論をする必要がある。そうすると、遠隔地サービス

の一つとして、移動図書館の話と併せて、そこの議論というのは、

ぜひいただきたいというのが我々としては希望である。 

 

○Ｄ委員    以前の会議から参加している中で、私は多分地域開放という

中での貸出とか返却という話も確かに共感が自分ではあるが、町

田市の市としての交通の便を考えたときに、どうしても小田急

線、横浜線は端っこを通っていて、やっぱり町田市の中心交通機

関はバスであるというところからいくと、図書館の置かれている

場所と、そこに当然行き来する人たちの動きということを考えた

ときに、移動図書館というのは一つの方法として、やっぱりそこ

に出向いてくれる訳なので、すごくありがたいだろうなと。多分、

気軽に鶴川だとか町田とかに行ける人はいいが、なかなかそうで

はないというところを考えると、またご高齢になったりとか、

様々ご不自由がある方なんかも、本を読みたいと思うようになっ

たときにどういうふうにすればいいかなという中で行ったとき

に、学校というのは交通の便、不便ではなく、その地域地域に当

然必要とされるところに子供がいるからある訳であって、そこに

図書館と連携して、いろいろ学校でない本を借りたりというシス

テムがある訳で、すごく便利に使わせてもらっていた。となると、

その機能をもっと膨らませれば、図書館まで行かなくても、今、

ネットもあったりもするが、ネットを使えない方もいるので、学

校にいて、この本を借りたいと言ったら、その次の週にはその本

が届いて借りられた、１週間たって、読んで、また返しに行って

ということが気軽にできれば、ちょっと学校まで行ってみようか

というような、そんな足の運び方は結構いいのではないかなとい

う意味では、ちょっと話をした。 

 ただ、学校そのものは、本来地域開放を目的とした図書館づく

りはしていないので、もともとはいわゆる図書室だから、最近に

なって学校図書館という言い方に変わっているが、もともと図書
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室という、理科室とか美術室、音楽室の流れの中に図書室がある

訳なので、そこに収められている本は、小学校なら小学生が読む

ための本、中学校であれば中学生が読むための本が置かれている

ので、当然その本を、例えば地域の方が借りられていってしまう

と、読もうと思っていた子が読めなくなってしまうとかがあるの

で、そこの整理は１つ必要だろうし、さっき言った場所の問題、

大体、地域の方が気軽に行ける場所にない。図書室で会議をやっ

ている、どこに図書室はあるんだろうと探すような場所に本来あ

るから、一中のように新しくできたところは、あえて階段を上が

っていったところに図書室があって入れるような仕組みになっ

ていて、本当はシャッターが下りれば一番、中に入れない、ちょ

っとそこは防犯上できていないようだが、これからできる新しい

学校の話もあるので、学校づくりの中でその辺を意識した、いわ

ゆる図書館づくりという、まさに図書情報センターではないが、

そういったイメージでつくられるのであれば、有意義な形になる

のかなと。ただ、現状の学校は、なかなか正直、申し訳ないが、

地域の方がもしかしたら迷い込んだ迷路のようになっているか

もしれないので、ちょっと使いづらいかもしれない。 

 

○委員長    大変状況についてよく分かった。ありがとうございました。 

 

○Ｅ委員    リモートということで、皆様にお会いできないことが大変残

念である。また音声が飛ぶところもあったりして、議論全体が聞

こえているわけではないが、まず、意見のまとめとして、議論を

形としてまとめていくことは、賛成する。図書館協議会は、制度

的には館長の諮問に応じたり、意見を述べたりする機関であるか

ら、意見を整理して提示することは意味があると思う。併せて、

今議論には上がっているが、学校図書館と移動図書館を一緒に議

論するということには、やっぱり注意が必要かなと私は思ってい

る。というのは、サービスポイントとして考えたときに住民にと

って利便性が上がるかもしれない。しかし、児童生徒の個人や読

書に関する情報が漏れたり、普段児童生徒が使っている居場所、

雰囲気が損なわれたりすることが起きないようにしていくべき

だと思う。そういった点では、図書館のサービスポイントとして

考えるのは重要だと思う。ただ、この町田市立図書館のサービス

ポイントという観点で移動図書館を捉えるならば、関連する議論
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の次にまとめて含めておくことは妥当なのかなとは思っている。

今実際にこの問題だけで、ほかの方々、様々な議論をしてきたと

思うが、それを形に残しておくことは意味があると思っている。 

 

○委員長    ありがとうございます。今いろいろご意見をいただき、資料３

－①の２．４の地域開放という、学校図書館法にも地域開放につ

いて書いてあって、今、委員からもあったように、学校図書館を

そのまま開放するという話に結びついてしまうと、確かにそれは

ちょっと違うなというのはおっしゃるとおりだと思う。先ほど、

事務局からもお話があったが、学校図書館の本格的な開放という

よりも、要するに、サービスポイント、あるいは市立図書館の機

能もそこに付加するという、そういった意味での検討について

は、これまでも協議会としてはやってきたことはやってきたのか

なと思うので、そういう意味では、項目については、タイトルに

ついては考えるにしても、学校についてのそういったサービスポ

イントとしてという観点は残してもいいのかなとは思ったが、い

かがか。 

 

○Ａ委員    ３番の図書館サービス拠点の考え方の一環という感じか。 

 

○委員長    ３番よりも、確かに私も……。 

 

○Ａ委員    図書館サービス拠点の一つという、今、委員のお話だと。 

 

○委員長    ２．３に一緒にするか。そうすれば、より誤解のない感じにな

るかなとは思うので。 

 そうしたら、こちらの資料３－①について、２．項目案の２．

３と２．４を一緒にして、２．３の図書館サービス拠点の考え方

というのを残して、その中で学校のことについても少し考えたい

と思うが、よろしいか。 

 ありがとうございます。 

 ほかに何か、この資料について、あるいはまとめ方等について、

ご意見はあるか。 

 

○全員     特になし。 
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○委員長    よろしければ、こちらの資料に沿って、次回私の方でご提案さ

せていただく。 

 それでは引き続いて、資料３－②について、図書館の方からお

願いする。 

 

○事務局    私からは、資料３－②の移動図書館サービスに関する検討ス

ケジュールについての説明をする。 

 移動図書館に関する今後の検討スケジュールについては、別紙

の資料３－②のような予定を考えている。本日は、第５回という

ことになっている。第６回については、委員長から今までの議論

をまとめたまとめ案を提示するということになっている。第７回

については、まとめ案に関する意見と今後の見直しを検討すると

ころで、移動図書館の巡回場所に関する見直し基本方針案を提示

する予定である。第８回については、見直し基本方針案に関する

意見と、このままここに書いてある事柄通りに読むが、学校図書

館地域開放について話し合う予定である。第９回については、そ

の学校図書館地域開放に関する意見と、これまでの議論の全体の

まとめについて話し合うような予定で考えている。第１０回につ

いては、２０２３年度になるが、委員長から移動図書館に関する

最終のまとめ案を提示するという予定で考えている。 

 以上、このようなスケジュールで予定しており、各回において、

皆さんからのご意見をお願いしたいと考えている。よろしくお願

いする。 

 

○委員長    ありがとうございます。今のご説明について何か、ご質問、ご

意見はあるか。 

 確認だが、例えば、第７回で意見についてという、それ以外の

回もそうであるが、意見についてということと、それから、例え

ば第７回だと基本方針案についてと書いてあるが、意見について

というのは、これはこの回で議論をするということか。 

 

○事務局    そうである。第６回で、例えばまとめ案についてを皆さんにご

提示したい。当然そこで議論があると思うが、その後、またちょ

っと持ち越したりとかということも考えた上で、そういった形の

表記にしている。 
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○委員長    そうすると、例えば第７回の②移動図書館巡回場所見直し基

本方針案についてというのは、これについて説明をしていただ

き、ここで協議をすると。その次の回についても、これについて

持ち越しの議論があればするというつくりということか。 

 

○事務局    そういうイメージである。 

 

○Ａ委員    前のときに、委員長が、前の話がどうだったかというのは、協

議会として、その振り返りというか、こういうことだったという

のを振り返りとしてまとめて、次に進むということではないか。 

 

○委員長    了解した。ということだが、皆様いかがか。地域開放と載って

はいるが、先ほどの議論も反映した形で、本格的な地域開放とい

う訳ではない。 

 皆さんの方で何かあるか。 

 

○Ｂ委員    基本的にはこういう形でやるしかないのかと思うが、ちょっ

と心配なのは、今日これから提案もあると思うが、図書館の外部

評価の話である。毎年何回かやっているが、これは結構時間がか

かる。そのやり方にもよるのだろうが、やっぱり一定程度、きち

んと話し合って評価していくということからすると、本当に、あ

まり回数が少ないので、時間的に十分確保できるのかと思う。逆

に、これは２時間程度の会議なので、その中で、外部評価も含め

て、多分７回とか８回になると思うが、それを並行してやってい

くというのはなかなか難しいことではないかなと思う。ちょっと

時間的なもので、幾つか考えなければいけないものがあるのでは

ないかと思うが、いかがか。 

 

○委員長    評価の方は、多分昨年度並みでやることになると思う。そうす

ると、その中でその議論を進めていくのだが、私はそれぞれの回

がどのくらい評価が時間かかってしまうか、今把握できていない

が、一定程度の時間は取れるという見積りである。 

 

○事務局    内容のボリュームからしたらきつい内容になっているという

のは非常に承知していて、本当にいろいろなことをお願いして申

し訳ないなとは思っている。この２本立ては今期に関しては両方
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ぜひお願いしたいというのが１点と、次回とその次が恐らく評価

のメインでいろいろと議論とかをいただいて、この後説明がある

が、こちらからのレクチャーをさせていただいたり、その次とか

がちょっと皆さん、委員の間で協議をいただいたりというような

時間をそれなりに取る予定でいるので、そのあたり、また次の議

題等でご意見いただきながら、何とかご理解をいただきながら進

めていければと思うので、よろしくお願いする。 

 

○委員長    タイトなスケジュール、本当にぜひ回数を増やしていただき

たいなと思うが、今年度は少なくともこのスケジュールでやらざ

るを得ないということであるので、できるかどうか分からない

が、頑張ろうということである。ありがとうございました。今年

度についてはそのような形でやらせていただきたいと思う。 

 ほかには何かあるか。もしなければ、こちらについてもお認め

いただいたということで、議題の３については以上とさせていた

だきたい。 

 それでは、引き続いて議題の４、図書館評価についてというこ

とで、こちらについては、図書館の方から説明をお願いできるか。 

 

○中嶋館長   皆さん、お手元の方に「２０２１年度図書館評価の外部評価に

ついて（依頼）」というものの写しを配付させていただいたので、

ご覧願う。これは一応、表文だけを読み上げさせていただく。 

 

 日頃より、町田市立図書館事業にご協力いただき、ありがとう

ございます。 

 この度、第３期図書館評価として実施する『町田市生涯学習推

進計画２０１９－２０２３』の２０２１年度事業実績がまとまり

ました。つきましては、図書館所管分について、図書館協議会に

よる外部評価を実施していただきますよう、お願い申し上げま

す。 

 

 こちらが表記の文書になり、以下に記として、提供の資料を書

かせていただいている。どうぞよろしくお願いする。 

 

○事務局    図書館評価を担当させていただくので、今年度もよろしくお

願いする。 
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 ただいま、館長より外部評価の依頼をさせていただいたが、こ

の依頼文書に記載している提供資料についてご説明をさせてい

ただく。 

 

○事務局    依頼文書の記の提供資料の１）の資料については、本日の資料

４－②、１５枚あるが、そちらが生涯学習推進計画の図書館所管

分の資料になっている。それの中身については後でまたご説明を

させていただく。 

 ２番目の「町田の図書館 ２０２１年度」は、現在作成中であ

るので、ご提供にはもう少々お時間いただくが、出来上がり次第

ということで、ご了承いただきたい。 

 ３番目の「２０２１年度図書館評価補助資料」であるが、これ

は次回、第６回の事前資料としてお送りさせていただく予定とな

っているので、よろしくお願いする。 

 それでは、資料の４－①をご覧いただきたい。図書館評価につ

いてである。１．図書館評価の概要について説明をさせていただ

く。町田市立図書館では、２００８年６月の図書館法改正を契機

として、図書館評価に取り組んでいくこととした。改正内容に、

図書館自身がその運営状況を自己点検し、改善するとともに、関

係者へ積極的に情報提供を行う内容が盛り込まれたためである。

２００９年度から２０１３年度の５か年を第１期の計画期間と

して、５年間で到達すべき目標を設定した。また、評価項目ごと

に単年度の取組目標を毎年度設定して、その達成状況を自己評価

することに加えて、外部評価を図書館協議会に依頼するやり方で

進めてきた。 

 ２０１４年度から２０１８年度の第２期図書館評価は、２０１

３年度に策定した図書館事業計画を元に、図書館の事業をよく表

している業務と活動指標を選び、毎年の数値結果を確認すること

とした。第１期と同様に、図書館協議会に外部評価をお願いした。 

 ２０１９年度からの第３期図書館評価、これが現在の期に当た

るが、第２期で使った図書館事業計画を、生涯学習推進計画２０

１９－２０２３に組み込んだため、この項目を評価対象とするこ

とにした。教育プランや図書館のアクションプランともリンクし

ているため、町田市の図書館が、この数年間で取り組みたい項目

が具体的に示されていて、目標設定もされているためである。評

価シートは、生涯学習推進計画の実績報告シートを活用する。引
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き続き、図書館協議会による外部評価をお願いする。 

 ここで評価シートのご説明をさせていただく。資料の４－②を

ご覧願う。 

 ４－②が１５枚で、ちょっと長くなるが、最初のものを見てい

ただきたい。 

 こちら、一番上に取組番号と取組名、一番最初のものは取組２

－３と書いてあって、子ども読書活動の推進という取組名が書い

てある。以下、事業概要、活動指標、年度目標などが上半分に書

かれていて、下半分に２０２１年度の事業実績ということで、各

取組の達成状況、取組状況、課題、今後の取組の方向性が記載さ

れている。このようなシートが１４枚あるが、生涯学習推進計画

の取組のうち、図書館の該当ページだけ抜き出しているので、取

組番号は飛び飛びの番号になっているので、その辺ご了承願う。 

 各委員におかれては、このシートをご覧いただいて、この活動

指標に対して、図書館がどのような取組を行ったという取組状況

を確認していただいて、この辺がよかったのではないかとか、こ

の辺が足りなかったのではないかとか、こういうことをするとも

っといいのではないか等のご意見をいただければと思っている

ので、よろしくお願いする。 

 このシートであるが、ちょっと補足があり、取組番号２－５と

いうシートをご覧いただきたい。最初が２－３、２－４、２－５

と番号が順番になっていて、２－５というのが２枚ある。右上を

見ていただくと、文化財係・自由民権資料館・生涯学習センター・

図書館・文学館と、こちらのシートは、いろいろな課が取り組ん

だものの総合シートということになり、複数の課の取組みを合算

した形のシートになる。２－５の１枚目の方は、総合的な記述の

もののシートだが、２枚目の２－５は、右上の図書館をちょっと

太字にしてあるが、こちらは図書館だけの事業実績が書いてあ

る。最終的な報告書には、この１枚目のような総合的な、合算さ

れた方でやるが、評価をしていただくには図書館だけのシートが

あった方が分かりやすいかと思い、こちらのシートをつけている

ので、２－５が２枚あるということをご承知いただきたい。 

 それからもう１点であるが、今回、お出ししているシートは、

この生涯学習推進計画の２０２１年度実績としては、まだ最終確

定のものではない。数値的なものはもう変更はないはずだが、文

章等で若干表現が変更になる場合があるので、その辺もご了承い
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ただきたい。 

 それでは、資料４－①にお戻り願う。 

 ２の２０２１年度実績の図書館評価の実施概要である。評価項

目は全部で１４項目ある。委員全員で全部の評価をするのは大変

ということで、昨年と同様、評価項目を３グループに分けて、各

委員がそのうち１グループを担当するという形を取りたい。１グ

ループにつき委員が３名で、四、五項目を担当していただくとい

うことになる。 

 資料４－③をご覧いただきたい。グループ案を作成させていた

だいている。グループ分けは昨年度と同様とさせていただいた。

取組を３つに分けているが、これは説明する担当によって分けさ

せていただいている。取組番号順ではないので、よろしくお願い

する。担当していただく委員さんも昨年度と同様にさせていただ

いた。もともと各委員さんが比較的関わるだろう分野をご担当い

ただいているし、昨年度１回見ていただいているので、そちらの

方が理解をしやすいかなということで、特に変更はしていない。 

 新しく委員になられたＩ委員は、前任者のグループに入れさせ

ていただいているので、ご確認いただければと思う。１グループ

目が取組番号２－３子ども読書活動の推進、２－５生涯学習施設

の利用促進、２－９図書館資料による情報提供機会の充実、４－

７図書館運営の地域協働化の促進、５－２本と出会う場所の創出

ということで、図書館協議会の委員はＡ委員、Ｂ委員、Ｇ委員に

お願いするということで、図書館の説明は企画係が担当する。 

 ２つ目のグループが、２－６読書普及事業の充実、２－７シニ

ア世代向け事業の充実、２－８障がい者サービスの充実、３－８

レファレンスサービスの充実、４－３地域で活動するボランティ

アの養成・支援ということで、図書館協議会委員がＤ委員、Ｆ委

員、Ｃ委員、図書館の説明は主にサービス係が担当する。 

 ３つ目が、取組番号２－４学校図書館との連携強化、５－５図

書館利用者の利便性の向上、５－６地域資料の活用の推進、５－

７市民のニーズに合った図書館事業の実施として、図書館協議会

の委員は、Ｅ委員、Ｈ委員、Ｉ委員、図書館の方の説明は、ここ

は複数の係で、さるびあ図書館、資料管理係、総務係が担当させ

ていただく。 

 再び資料４－①にお戻り願う。次回の第６回定例会でグループ

に分かれて、各評価項目について担当職員から説明と質疑応答を
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行う。その際に事前に補助資料等も送らせていただく。第７回の

定例会までの間に各委員の方でコメント案を作成していただき、

事務局にお送りいただきたいと思っている。コメントの方を、今

日お配りしている評価シートと、次回までにお送りする補助資料

と、第６回の説明等々をお聞きいただいた上で、ここがよかった

とか、こうした方がいいんじゃないのみたいなご意見をいただけ

ればと思う。送っていただいたコメントは、第７回の資料として

取りまとめさせていただく。第７回定例会でグループごとに出し

ていただいたコメント案の協議や調整時間を設けたいと思って

いる。全体での確認時間もできれば設けたいと考えている。１２

月上旬をめどにグループのコメント案をまとめていただいて、事

務局にお送り願う。その後、委員長に取りまとめの方をお願いし

て、第８回で外部評価の決定ができるとありがたいと考えてい

る。 

 次のページ、３．評価スケジュール（案）である。ここまでご

説明したとおりになるが、本日第５回で外部評価の依頼をさせて

いただいて、第６回でグループに分かれて質疑応答、第７回でグ

ループ協議・コメント案の調整、全体確認があって、第８回で外

部評価の内容決定。ちょっと日程的にやっぱりこれだと間に合わ

ないみたいな話が出てくると、第９回を予備日として一応持って

いる。内容説明は以上である。よろしくお願いする。 

 

○委員長    議題の４をご説明いただいた。基本的には評価方法、スケジュ

ールは一緒であると。それから、事業も前回と一緒であると。事

業は、変わっているか、１４枚のシートは。 

 

○事務局    同じである。 

 

○委員長    担当者の方も同じであると。ほとんど。 

 

○事務局    ほぼ。 

 

○委員長    前回は初めてで戸惑われた方も多いかと思うが、そういう意

味では少し、１回ではなかなか慣れないかもしれないが、やりや

すいのではないかと思う。以上のような評価、今年度はこのよう

な形で進めてよいかどうか。皆さんの方からご質問、ご意見があ
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ったらお出しいただければと思うが、いかがか。 

 

○Ｆ委員    前回、初めて参加して、同じように第１回目に担当を決められ

て、何が何だか分からずに最後まで、一応まとめて出したが、一

応３人分の意見、もしかしたらほかの人のも入っていたかもしれ

ないが、自分なりにまとめて出した評価、こんな簡単に出してい

いんだろうかというのが、出した後、自分の疑問にすごく残った。

本当に短時間の中で、分からない人がそんなに評価していいもの

だろうかというのが、その後自分の中に残り、こういうふうに分

ける方法というのも今までそのようにやっていって、皆さんでそ

れに対しての議論みたいなのはしていなかったのか。それとも、

こういうふうに分けたのは前回からとおっしゃっていたが、その

前は皆さんでやっていらしたのか。 

 

○Ａ委員    グループごとに別途、この協議会以外にも集まって検討した。 

 

○Ｆ委員    されたのか。 

 

○Ａ委員    グループによって、１回のところと２回やったところがあっ

て、やっぱり１つ１つみんなで意見を出し合って、１つの線を、

こうではないかということを。もっと前は、ヒアリングが結構、

図書館の方から１つ１つ一日かけて説明があってということも

あった。それから、あとは今すごく回数が少なくなったことも。

それからコロナのこともあって、図書館見学ができていない。だ

から、各館を全然見ていない。自分の普段使う館しか見ていない

という状況で、いろいろなことを評価するのも難しい。本当に難

しいと思う。まだ分からない段階で評価するということは、何年

かやっていると、いろいろなことが少しずつ見えてくるが、やっ

ぱり時間は、本当に回数もその頃の半分近くなって、昔は９回ぐ

らいあったので、評価にかける協議会の回数も多かったし、それ

以外にも集まっていたのは、やっぱり委員も大変だろうというこ

とも図書館にあって、そういうことを今はしないようになった。 

 

○Ｆ委員    でも、大変でも評価する訳だから、そんなとは自分では思って

いたが、そうではないかな。 
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○Ａ委員    評価ということになると、やっぱり分かって評価したい。 

 

○Ｆ委員    こんなによかったのかと、本当に私、あの後疑問に思った。 

 

○Ａ委員    ただコメントという程度ならまだいいが、評価と言われると。 

 

○Ｆ委員    そうである。外部評価というのはいかにも、そんな自分が値し

ないのではないかということまで考えた。 

 

○委員長    委員としては１回、一応、今回も第７回でグループ協議という

ことで出されたコメントについて議論する機会はあると言えば

あるが、それ以外にもあった方がいいのではないかということ

か。 

 

○Ｆ委員    １回経験して大体様子が分かったという程度のものなので、

しかも、内容は同じ方とやっていただけるということなので、心

強いところはあるが、検討する時間が少ないかなというのはすご

く感じる。 

 

○委員長    前は手弁当でやっていたということだったか。つまり、協議会

の方の……。 

 

○Ａ委員    定例協議会ではないところでやったので。会場は図書館を使

っていた。大体半日ぐらい行っていた。 

 

○委員長    先ほど、なかなかあまり分からない中でということをおっし

ゃっていたと思うが、逆にそのことが積極的な意味を持つという

ことが多分あると思う。図書館のことをよく知っていて、内情を

よく知っていると、逆に、本当だったら不自然に感じるようなこ

とを自然に感じてしまうということはあると思う。 

 

○Ｆ委員    知らない者の強みであるとか。 

 

○委員長    そうである。知らないことで、普通の人の視点からの意見を出

せるというのは、それはあると思う。皆さんいかがか。協議の期

間について、委員からご意見出たが。 
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○Ｇ委員    今の時代だから、１つのやり方として、もしかしたらグループ

ごとにＺｏｏｍなんかも活用できるのではないか。そうすると、

夜の１時間でもちょっと何回か繰り返すと、私自身は本当に新参

者で、評価という言葉に私はまずアレルギーを感じて、去年、前

回は評価なんて、本当、私の日本語的感覚は上から目線みたいな

感じで、町田市の図書館を一緒によくしていこうという気持ちな

らば、評価という言葉に少し、今さらだが。でもこの半年で評価

という意味合いが少しずつ、皆さんがやっていることに、前回は

土俵がどこにあるのかというのが見えなくて、今回は土俵が見え

てきて、土俵でどんなことをしようとしているのかなというのが

やっと見えてきたという感じである。だから、まだ自分自身は土

俵の中に入って意見を言えるかどうか、今日はスタート日だが、

そこにどきどきしている自分がいるという感じである。 

 次回から新規の方が入ったときには、多分私と同じ感覚で、評

価ということに対する、ご説明とかスタンスとか視点とかが見え

ると、もうちょっと第１回目の参画が違った視点で入れたのでは

ないかと。今、コメントというコメントはいただいたが、その辺

から新参者には少しご説明をいただけたらと。今やっとそんな感

じである。ダブったが、Ｆ委員に引き続きの感想である。 

 

○委員長    評価というのは図書館法、あるいは望ましい基準等でそれを

やるということになっているので、そういう言葉を使っている、

あるいはそれをやる。図書館に限らず、行政全体でもそういった

ことが今進められているということで、やっぱり評価という言葉

になってしまうのかなという気はするが、おっしゃることはよく

理解できるところではある。 

 Ｇ委員ももう少し時間があった方がいいということか。 

 

○Ｇ委員    土俵に乗るにはもうちょっと時間というか、でも集まるのが

無理そうなので、もし私の今言ったＺｏｏｍだったら、夜の１こ

まも参加できると思うので。 

 

○Ａ委員    それは各グループに任せていただければいいか。各グループ

で相談して。 
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○委員長    各グループそれぞれ議論の状況等もあるかもしれないので、

当然というか、お金は出ないが、それぞれのグループで協議をし

ていただいて、必要であれば、なるべく皆さんの負担にならない

ような形で議論をしていただくということはいいと思うが、いか

がか。 

 

○Ｂ委員    評価について、先ほどちょっと申したが、結構時間がかかると

いうことはある。だから、全体的に時間数が足りないのではない

かと私は思う。ただ、これでやれというなら、これでやらざるを

得ない。 

 評価というのは基本的に、エバリュエーションとここで申し上

げる訳でもなく、いいところを価値づけるみたいなものが本来の

意味だと思う。評定とは違う。５、４、３、２、１をつける先生

がやっているような評定とは全く違うので、もう少しコメント的

な、あるいは定性的なという、言葉によるものなので、悪いとこ

ろについてはこうするといいのではないかと、それから、よかっ

たところについては、こういったところがすごくよかったという

コメントが評価だとまず考えていただいていいのではないか。 

 もともと、実際にどうやるかということは内部的な、事務局自

体がどうするかということなので、我々の意見やそういったコメ

ントを踏まえて、どのように活動なさっているかということを考

えていただくのはそっちなので、だから、我々がそういう意味で

は、外部だからあまり責任を負わなければいけないという立場で

はないとは思う。まずそれが１つ、根本的にみんな思っている必

要があるかなと思う。逆に言えば、どんなに我々が言ったとして

も、決めるのは行政だから、我々ではない。だから、そこのとこ

ろも踏まえてのコメントでいいのではないかと思う。それが１つ

である。 

 それから、状況であるが、はっきり言って、僕は次回が都合が

悪くて駄目である。今日もＥ委員がＺｏｏｍで５０分なので、必

ずしも全部参加できない可能性がある。だから、そのグループ内

で何らかの形を対応してもいいのではないかと思うので、その辺

をちょっとお聞かせいただきたい。 

 具体的には、９月２８日がちょっと用事があって参加できない

ので、後でＡ委員か何かとやる。それで、今、去年は添付したメ

ールのやり取りでやった。ものすごく煩雑である。あまり意味が
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ない。つまり、自分が言ったことに対して相手がどこまで分かっ

てくれているかも分からない。これはしようがないが、３０分程

度のオンラインによる会議みたいなものをやる時代なのではな

いか。メールでやり取りとか紙面でのやり取りという時代ではな

いのではないかなと思うので、そこはご検討いただければと思

う。 

 

○Ａ委員    私はＺｏｏｍのプロを持っている。 

         ※「Ｚｏｏｍのプロ」とは、リモートで様々な機能が使える

有料アプリのこと 

 

○Ｇ委員    個人的に、Ｂ委員と同じで、どうしても９月は地方にいるの

で。ごめんなさい、個人的な話で。よろしくお願いする。 

 

○委員長    そうすると、それぞれのグループで、そこら辺はちょっと柔軟

に議論をしていただくということで今年度は進めさせていただ

きたい。 

 

○Ａ委員    Ｅ委員はずっとリモートなのか。毎回。そうするとなかなか…

…。 

 

○委員長    今日はリモートの調子悪かったが、多分、普通であれば特に問

題なくできるはずだと思う。 

 

○Ａ委員    グループに分かれてどうこうというときはどうするのか。Ｈ

委員と３つ目のグループですね。 

 

○Ｈ委員    そうである。前年度、今の引き続きだが、やはり私も初年度だ

ったので、大変に分からないままということだったが、Ｅ委員が

非常に専門性を持っていろいろと教えてくださった。あと、もう

一人校長先生が、もう長いことやられていた方なので、大分、私

お聞きしたので、それでもちょっととんちんかんなコメントをし

てしまったかなという反省もあったところはあったが、やはり事

前に経験者の方からお聞きするということは、非常に安心材料に

なるということを経験したが、今年度、Ｅ委員が……。 
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○委員長    環境というか、どうしてもオンラインになってしまうと思う

ので、オンラインのコミュニケーションの環境をできるだけ委員

から。ただ実際に、皆さんもそうだと思うが、やっぱりオンライ

ンと対面を併用した形の議論は、かなり今は一般的にはなってき

ていると思うので、そこら辺は工夫をすれば、それほど違和感な

くできるのかなという気はするが、そこら辺はぜひ工夫を、事務

局の方、お手数だが、やっていただけるとありがたい。 

 評価について今ご意見があって、オンライン等の活用というこ

とで話が出たが、ほかに何かあるか。 

 １点確認であるが、昨年度は、グループ討議の際は一般の方の

傍聴はなかったが、今年度も同様ということでよろしいか。グル

ープで分かれてやるということである。 

 では、グループで討議する場合は非公開という形で、進めさせ

ていただきたい。 

 ほかによろしいか。 

 

○Ａ委員    グループのときは、図書館の方がどなたか入ったのか。 

 

○委員長    入る。 

 

○Ａ委員    入って何か記録的なことはしてくださるのか。 

 

○委員長    そうである。 

 

○Ａ委員    それが第６回と７回とかになるのか。 

 

○委員長    ６回と７回である。 

 

○事務局    今回の場合だと、第６回に該当する、こちらからの説明のとき

は傍聴に入っていただいていたと思う。今回で言うと、第７回に

あって、委員間の討議とかになった場合は、まだ意見も確定して

いないような中なので、非公開というか、いわゆる協議会外、終

わった後に集まっていただいたというていでやっていただいた

かと思う。 

 

○Ａ委員    ７回だけがグループ協議で、６回は、説明が全体であって、分
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かれるのか。 

 

○委員長    去年はこの部屋でやったのだが、大変うるさいというか、あれ

だったので、今年は第６回から各部屋に分かれる予定である。な

ので、去年と１点違うところで言えば、第６回を非公開にするか

どうかである。非公開でもよろしいか。 

 

○委員長    では、そのような形で進めさせていただきたい。 

 

○Ｃ委員    第６回までに自分の担当の評価の部分のコメント案をつくっ

てくるということか。 

 

○委員長    違う。 

 

○事務局    第６回のときに評価項目について担当から説明をさせていた

だくので、第７回までの間に、日程は設けさせていただくが、コ

メント案を事務局の方に送っていただく、１０月のどこかという

ことになると思う。それを事務局の方でまとめて、第７回の資料

として出させていただくという形で情報提供をする。 

 

○委員長    皆さん、宿題という訳ではないが、先ほどの資料４の②につい

ては軽く目を通してきていただくと、図書館からの説明が頭に入

りやすいかなとは思うので、ぜひ、そのような形でいていただけ

ればと思う。 

 ほかにはよろしいか。では、今年度はこのような形で進めさせ

ていただきたい。 

 議題４まで終わった。引き続いて、５、図書館からの報告事項

ということで、こちらは事務局の方からよろしいか。 

 

○事務局    では、資料２－①に沿って、全体的な報告をかいつまんでさせ

ていただき、個別の事案については、それぞれ担当からご説明申

し上げる。 

 まず、資料２－①の１．図書館の体制についてであるが、この

間、異動もあったので、役職者や事務局の体制を記している。時

間の都合上、ご挨拶は省略させていただく。ご了承願う。 

 次に、２．コロナの対応についてである。この間、５月にリバ
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ウンド警戒期間が明け、また最近は感染者がここで急増しておる

ところだが、図書館については大きな変化はなく、対策を取りな

がら通常開館している。 

 なお、国が屋内でマスク着用しなくていい事例として、距離を

確保して行う図書館の読書などを挙げていたが、当館については

常に十分な距離が取れる環境にはないということと、あと、減少

させた座席を有効にご利用いただきたいということもあり、現時

点ではマスク着用のご協力依頼を継続している。また、予約資料

のカバー消毒は、利用者自身による感染防止対応が定着したこと

もあり、５月末をもって終了させていただいた。 

 続いて、３．教育委員会の動向だが、図書館に関しては、Ｉ委

員への本協議会委員の委嘱、あと、本協議会を代表して、Ｅ委員

の生涯学習審議会委員の再任、このあたりが議事となっている。

また、６月２４日に点検評価会議があり、教育プランの重点事業

の昨年度の取組について、こちら、Ｂ委員を含む３名の学識から

助言をいただいたところである。 

 なお、図書館に関する教育プランの重点事業というのは、先ほ

ど図書館評価の資料４－②の取組項目の横に、白抜きの四角がつ

いている項目があるが、その４つの案件がその対象になってい

る。 

 続いて、４．市議会について、この間、２回あった。図書館に

関しては、主に鶴川図書館の再編検討に関する予算であったり、

電子書籍サービス導入に関する補正予算など、新たについた予算

に関する審議であったり、あと、図書館の再編などに関する一般

質問等があった。こちらへの答弁内容については、この後ご報告

申し上げる担当者からの説明とほぼかぶるので、ここでは割愛さ

せていただく。 

 私からは最後、５．各種計画に基づく取組についてである。こ

れまで、図書館ではアクションプランに基づいて取組を進めてき

たが、幾つかの取組が新たに町田市全体の計画の中で位置づけを

得たので、報告させていただく。要は、市全体の計画に位置づけ

られたことで、ヒト・モノ・カネがちょっとつきやすくなったと

いうことである。 

 まず、（１）町田市５ヵ年計画２２－２６について、資料２－

②をご覧願う。実は今年度、町田市の最上位の計画である町田市

基本構想・基本計画「まちだ未来づくりビジョン２０４０」とい
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うのが全面改訂されてスタートした。５ヵ年計画２２－２６とい

うのは、このスタート５年の実行計画部分ということになる。図

書館の取組は、ご覧の３つの重点事業プランに位置づけられてい

る。 

 まず１つ目の「ワタシが主役の図書館づくりの推進」では、鶴

川図書館を市民協働型の運営に再編することや、読書マップの作

成が目標指標であったり、事業費の概算とともに位置づけられ

た。続いて、「新たな図書館様式の推進」では、コロナであったり

デジタル化などで変化する暮らしに合わせたサービスとして、電

子書籍サービスであったり、図書館協議会でもご意見いただいた

移動図書館の小型化、買い替えであったり、予約受渡し場所の新

設を計画しているところである。３つ目の「新たな学びの支援」

は、生涯学習センターとともに取り組む項目になっているが、デ

ジタルデバイドに対応する講座など、デジタル化の進展の一方で

浮かび上がる新たな社会課題への対応を計画しているところで

ある。 

 資料２－①に戻っていただき、続いて、（２）町田駅周辺公共

施設再編構想がある。これは、これまでの図書館の在り方見直し

方針であったり、アクションプランで示してきたさるびあ図書館

の再編を改めて市全体の構想の中で位置づけたものである。本件

については、担当のさるびあ図書館から、それに続いて、５ヵ年

の重点事業であったり、アクションプランの個々の具体的な取組

については、それぞれの担当から続いて説明する。 

 

○事務局    私の方からは、資料２－③、町田駅周辺公共施設再編構想につ

いて説明する。 

 町田駅周辺にはたくさんの公共施設があり、その多くが老朽化

している。さるびあ図書館についても、築５０年が経過している

ことから、町田駅周辺にある公共施設の再編の一つとして、検討

が今進められている。２０２２年３月に、資料２－③の町田駅周

辺公共施設再編構想が策定され、プロジェクトＡからＥの５つの

再編プロジェクトで構成されている。図書館については、プロジ

ェクトＥ、図書館の集約の中で、町田駅周辺にある中央図書館と

さるびあ図書館の集約が検討されている。今回の資料について

は、この図書館部分のみの抜粋となっている。スケジュールにつ

いては、２０２６年度に集約の方法が決定できるように、今準備
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を進めている。 

 コンセプトであるが、サービスの利用に格差が生じることのな

い再編の検討、図書館が持つ機能や役割の維持と新たな利用者の

獲得、効率的・効果的な運営体制の検討、コミュニティーの核と

なる地域住民や利用者との対話となっている。集約に当たって、

中央図書館とさるびあ図書館の役割や機能を整理して、さるびあ

図書館の特徴的な機能である移動図書館の運行、学校図書館や団

体の支援といった機能を維持、向上する方策を検討していく。ま

た、民間活力の導入の範囲など、運営の在り方についても検討を

している。検討に当たっては、施設利用者や近隣住民と対話の機

会を持つことを大切にしながら進め、現時点では、主に近隣の自

治会の方などと意見交換を行っているところである。 

 私の方からの説明は以上である。 

 

○事務局    私からは、資料２－④鶴川図書館の再編について、説明させて

いただく。 

 先ほど５ヵ年計画のお話もあったが、重点事業である「ワタシ

が主役の図書館づくりの推進」の中で、鶴川図書館の再編を進め

ている。 

 今年度、さらに推進していくために、支援事業者を委託で決定

しており、お配りした白いリーフレット、株式会社ＨＩＴＯＴＯ

ＷＡという業者にプロポーザルで決定している。こちらの事業者

は、団地の活性化とかコミュニティーづくりについて、ＵＲとも

広く連携している事業者で、近場では多摩市の豊ヶ丘商店街のコ

ミュニティー形成のプロデュースもしている。 

 今年度の事業内容であるが、お時間も限られているので、一番

下の今後のスケジュールをご覧願う。 

 地域との対話は２０１９年度から継続して行っており、現在も

継続しており、今後も続けてまいる。今年度行っていくことは、

大きく３本柱があり、まず、運営計画をつくるという部分と、市

民参加型プログラムを実施するということと、運営団体の設立の

準備を進めるという３点がある。 

 まず、１点目の、運営計画の策定であるが、鶴川を新しい形に

していく際に、いわゆる住民の方とか自治会の方、商店街の方等

に説明していく際に、今後の鶴川図書館をどんな形にしていくの

かというビジョンというか、方針のようなものがないと、なかな
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かご理解しにくい部分があるので、そういった部分を見せていく

ためにも計画を策定していくということになっている。その計画

の中には、鶴川図書館で今後も継続していく図書館の機能とか、

市民の方がつくっていただく団体が入っていただくことで取組

が可能となる新しい取組、現行の鶴川図書館のスペースは、かな

り書棚が密集しており限られているので、そこが交流できるよう

に、簡易な改修をしていく改修の部分、そういったものを全て盛

り込んだ計画をつくっていきたいと考えている。 

 その次、２点目の市民参加型プログラムであるが、市民協働の

運営をしていくに当たり、やはり担い手の方の裾野を広げていく

のも大きな目標になってくるので、そういった鶴川図書館を使っ

て何か新しいことを始めていきたいという方が参加したくなる

ような市民参加型のプログラム、話合いをするだけのワークショ

ップではなく、実際にそこの場を使って何か新しいことを始めて

みるようなワークショップができるといいかなと考えている。３

回程度を予定していて、９月下旬ぐらいにできたらいいなと考え

ている。 

 ３点目が運営団体の設立準備ということで、今年度準備をし

て、来年度中には、その運営団体の方が鶴川図書館の運営の一部

を担えるような形に持っていきたいと考えている。 

 私からの説明は以上である。 

 

○事務局    続いて、電子書籍サービス導入についてということで、３ペー

ジにある説明をさせていただく。 

 資料は２－⑤、令和４年度６月補正概要説明書から引用してい

る。こちら、件名として、「新たな図書館づくり推進事業（図書館

サービスのデジタル化）」ということで、詳しく言うと、電子書

籍が大きな柱の一つではあるが、それだけではなく、デジタルデ

バイドの解消ということで、タブレット端末の館内貸出の開始及

びデジタル端末操作支援員の配置の開始も含めた一通りの事業

の補正予算の説明になっている。 

 今回、新たにまた生涯学習推進計画である図書館の電子書籍サ

ービスの導入があったが、こちらはやっぱり近年の新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大によって社会の変化がある中で、それだ

けではなくデジタル社会の恩恵を受けられない方もいるので、市

のｅ－まち実現プロジェクトの趣旨である市民の利便性の向上
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を一層促進するために、デジタルデバイド（情報格差）の解消に

取り組む必要があるというような形で、事業の背景、目的を説明

しているが、こちらも一応社会状況の変化に対応して、あらゆる

市民が利用しやすい図書館をつくるため、２０２１年度に実施し

た「デジタルを知る」視点での図書館サービス利用支援に続いて、

２０２２年度は「デジタルを使う」、「デジタルに慣れる」の視点

で図書館サービスの利用を支援するというような説明をしてい

る。こちらについては、後で資料２－⑥のところでお話しするデ

ジタルデバイド事業、フリーＷｉ－Ｆｉ導入についてのところで

説明を付け加えさせていただくが、これは去年やった事業で、今

年が先ほどお話をした電子書籍サービス及びデジタルデバイド

解消の２つの事例のことが書いてある。 

 こちらの財源としては、子ども・長寿・居場所区市町村包括補

助金、都からの補助をいただくということで、実現にこぎ着ける

ことができた。こちら、６月の補正予算で通っているので、これ

から図書館全体で早期の実現に向けて取り組んでまいるので、一

応担当としては私が説明しているが、契約とかについては総務係

であったりとか、利用者普及サービス展開についてはサービス係

とか、企画・地域支援係には広報やＰＲ、講座連携など、そうい

った形で電子書籍の導入及びデジタルデバイドの解消を合わせ

て行っていくことによって、より利用者さん、市民の方が新しい

図書館のサービスを受けやすくなるように進めていきたいと思

っている。 

 図書館でタブレット端末の貸出は、今のところ中央図書館で用

意をして、あと、支援員も同じく中央図書館で用意する予定で、

普段慣れていない方は中央に来ていただいて、操作に慣れていた

だきつつ、電子書籍を使っていただくというふうに話を持ってい

きたいと思っているので、ただ利用者さんで館内になかなか来れ

ないような方だけではなくて、デジタルの扱いに慣れていない方

がこれをきっかけに慣れていただけるようにというような両方

の側面を持って行っていくということで、これから展開してまい

る。 

 続いて、資料２－⑥、１と２というふうに枝番が振ってあるが、

私からは、２－⑥－２のMachida City Library Wi-Fi、こちらは

館内に掲示しているポスターをそのまま用意しているが、去年度

から始めたフリーＷｉ－Ｆｉの事業についてご説明させていた
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だく。 

 こちらは３月８日の月曜日からサービスを開始していて、利用

も進んできているとは思っているが、一応、図面を見ていただく

と分かるとおり、５階のフロア、６階のフロアに丸で囲った部分

がＷｉ－Ｆｉが届くものになっている。ただ、ちょっと抑え気味

なので、結構５階はほぼ、全体的にＷｉ－Ｆｉが飛んでいるみた

いなので、広く使えているのではないかとは思うが、特にこの５

階の３か所というのが、例えばパソコン席があるような辺りと、

図で言うと下の平べったい円、これがパソコン席周辺である。上

の楕円ではない方の右側の丸が一般書コーナーで、窓側にはテー

ブルも置いてある、雑誌が置いてある辺りになるので、そちらで

もＷｉ－Ｆｉが使える。あと、左側の楕円の部分であるが、そち

らはレファレンスコーナー、調べものコーナーも席、利用者さん

が座れるテーブルのところに飛ばしているというような形で、調

べものに使っていただけるということを考えている。あと、６階

ホール及び中集会室の辺りに、こちらもやはりＷｉ－Ｆｉが飛ぶ

ようになっており、例えば、中集会室であれば、土日祝日でやっ

ているわいわいキャレルという、中高生向けに今、学習スペース

を開放しているので、そういうのに活用いただけるようにという

ことでやっている。ホールであれば各種事業、講座なんかを行う

ときに使えるということで、併せて６階には電波を飛ばして利便

性の向上に努めている。 

 

○事務局    資料が前後して恐縮であるが、「はじめてのスマホ体験」につ

いて簡単にご報告させていただく。 

 これは前年度も行った事業で、デジタルデバイド対策事業の一

環として行った。ソフトバンクの代理店の方が来て説明をしてい

ただく形で、各１５名３回でやったので４５名の定員だったが、

申込みの初日に１時間弱ぐらいで埋まるほど、非常に人気がある

というか、反響のある事業になっている。高齢者を想定して開催

したものだが、やはり、来られた方も７０代以上の方が８割以上

ということで、そのような形になっていた。 

 こちらについては、今年度も１０月以降に実施をしようと思っ

ていて、前回かなり好評だったので、定員を５名ほど増やして実

施できないかということで、業者の調整をしているところであ

る。 
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 私からは以上である。 

 

○事務局    次に、鶴川駅前図書館の指定管理者制度導入についてご報告

する。 

 鶴川駅前図書館は、２０２２年４月以降、指定管理者、久美堂・

ヴィアックス共同事業体が運営しているが、利用者の方には直営

時と同様にご利用いただいている。特に開館時間を鶴川駅前図書

館は直営館より３０分早め、９時３０分開館にしたが、町田市図

書館８館全体を見ても混乱はなかった。４月の９時３０分から１

０時までの来館者の平均は６０人、５月は６８人であった。また、

新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、直営時と同様、閲

覧席は１人分空けるなどしてスペースを確保し、おはなしの部屋

も使用時以外は扉を閉めた。様々な注意喚起の掲示物も引き継い

だ。現在、閲覧席はパーティションで区切り、全席使用できる。 

 図書館業務は、中央図書館でバックアップしており、先ほど鶴

川駅前図書館の責任者の挨拶であったとおり、町田市立図書館を

構成する一つの館であるという自覚を持ちつつ、民間事業者なら

ではの図書館サービスを積極的に実施している。 

 それでは、資料２－⑦をご覧願う。（１）新たなサービスの導

入であるが、先ほど鶴川駅前図書館の責任者に説明していただい

たので割愛させていただくが、特に市民の方から要望があったえ

いごのおはなし会は、定例開催を実現することができた。 

 （２）の利用状況であるが、鶴川駅前図書館と直営館全体で、

２０２２年度と２０１９年度、コロナ感染拡大前の来館者数と貸

出点数を比較している表をつけている。来館者について、直営全

体では、２０１９年度比で約７０％のところ、鶴川駅前図書館は

約９０％である。これはコロナ感染拡大前には戻っていないが、

開館している時間を拡大した結果が反映されていると考えてい

る。貸出点数については、直営全体と貸出、鶴川駅前図書館の４

月が８６％から８８％であるが、鶴川駅前図書館の５月は９０％

以上になった。今後の貸出点数の増加に期待ができる。 

 （３）のモニタリングについてである。モニタリングとは、指

定管理者により提供される公共サービスの水準を確認し測定す

る行為のことである。モニタリングは具体的に次のことを行う。

①履行状況、管理運営状況の確認、こちらは業務日誌、月報等を

確認したり、指定管理者へのヒアリング、実地調査などを行う。
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運営管理の確認の一例として、専門性の担保という点では、司書

率は７３．９％である。現場従事者総数２３人、内司書資格保持

者は１７人である。また、共同事業体であるヴィアックスのホー

ムページにお知らせとして、勤怠管理システムサーバーに対する

攻撃についてが掲載された。ご心配されている委員の方もいらっ

しゃると思う。このことについては、ヴィアックスから文書や来

館しての説明で、図書館システムへの影響はないと回答があっ

た。業務の仕様書にも、図書館システムと指定管理者のＯＡ機器

は相互に接続することなく、個別に利用することと記載してあ

り、ネットワーク回線も別に引いてある。そのほかに、利用者ア

ンケート、会計経理モニタリング、労働条件モニタリング、市か

ら貸与している備品等の確認を行う。 

 （４）管理状況の評価について、２０２１年度３月の市議会の

文教社会常任委員会によって附帯決議がなされている。その内容

としては、選書、蔵書管理、雇用安定性などの適正な運営を求め

るという内容である。そのやり方としては、毎年度、図書館の専

門家を含む第三者機関等で、制度導入の効果を検証、総括すると

いう附帯決議を踏まえて、現在評価体制を検討中である。 

 説明は以上である。 

 

○事務局     その他、参考資料として、お手元の封筒の中に、文学館の方

で行うショートショートコンクールの優秀作品をとじ込んだ

ものと、あと、２０２０年度の受付も既に始まっているので、

そちらのチラシを置かせていただいたので、ご参考までにご覧

になっていただきたい。 

 

○委員長     幾つか重要な事柄についても報告があった。皆さんの方か

らお気づきの点等、何かあるか。 

 

○Ｂ委員     鶴川図書館の再編について、資料２－④について教えてい

ただきたい。先ほど指定管理の話があったが、この鶴川図書館

の再編というのは、運営計画を地域の活動団体と一緒につくっ

ていくというような協働の話で、これは指定管理ではないの

か。 

 

○事務局     指定管理にしていく予定は現在のところはない。 
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○Ｂ委員     市民協働でということか。 

 

○事務局     市民協働で当面委託にしていくようなのかなとは考えてい

る。 

 

○Ａ委員     市民協働に委託をする、市民協働の団体に委託をするのか。 

 

○事務局     運営団体側に委託をする形になる。 

 

○Ａ委員     ということは、市立図書館であって委託をするという感じ

で理解していいのか。 

 

○事務局     一旦はそういう形になると思う。 

 

○Ａ委員     一旦。 

 

○事務局     ここから先のことは分からない。 

 

○Ｂ委員     市民参加型プログラムとか、そういう市民協働で図書館運

営をしていくというのはなかなか面白いかなとは思うが、これ

は要するに市民団体に委託するという形になると、市民団体が

委託先になるということになるのか、そうではない。ちょっと

そこがよく分からない。 

 

○事務局     今の委員のご質問は、契約の仕方という意味か。プロポーザ

ルするとか、入札するとかではなくて、そういうものでもいい

のか。 

 

○Ｂ委員     というよりも、市民協働の運営協議会みたいなのは、普通、

運営協議会はあるが、運営協議会が直接運営をするというのは

あまりないかなと思う。そんなことなのかということである。 

 

○事務局     そうである。 

 

○Ａ委員     やっぱり市民協働というと、普通は市立図書館にいろいろ
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な面で協力したり、提案したり、ボランティアを自立的にとい

うか、やるもの。北区なんかもそういう図書館の友好団体とい

うか、それがあって、そこは自分たちで図書館と連絡を取りな

がら、ボランティアも、いろいろなものもやっていて、それで

提案もしたりする。そういう市民協働型だったらすごくいいな

と思うが、今、町田で言っているのはそうではなくて、運営自

体をどこかの市民団体に委託するという形なので、そんな専門

性もあるような市民団体があるのかというのも心配であるし、

書棚を減らして、そこにベンチを置くというのが、ＨＩＴＯＴ

ＯＷＡという、今回そこの企業に決まったが、プロポーザルの

段階で仕様書にそういうのが書いてあって、いわゆる１年間の

いろいろなことを決めていく企業、そこにそういうこともやっ

てもらうとなっていて、もう既にそういう交わりの場をつくる

というのがそこの仕様書に書いてある。一から考えるのではな

くて、そういう業務もＨＩＴＯＴＯＷＡに委託するとなってい

て、交わりの場というと、図書館よりは交わりの場が強調され

るような感じに仕様書を読むとなっている。 

 だから、私がやっている団体では、よりよい図書館になるた

めには、いろいろなことを提案したり協力したりする、町田市

が運営しているそういう図書館にすごく協力したいなという

のはあるが、どこかの市民団体が運営して、図書館というより

は、今、どれだけ機能を残すかということを検討しているとい

うことだ。いろいろな利用者アンケートがあったが、そういう

交わりの場も欲しいということは、もちろん市民の人も言って

いた。基本的に図書館として存在していて、それにそういうも

のが加わるといいというのはあったが、図書館機能を、例えば

書棚を半分減らして、そこを交わりの場に変えるとかは、本当

は利用者とか市民は希望していないのではないかなと思う。い

ろいろなワークショップの結果というのは書いてあるが、その

辺がどうしてもちょっと。 

 

○事務局     実際今後の鶴川団地の図書館に、今お話が出た、どういう機

能とかを設けていくのかというのは、この２２年度の中で、地

域の皆さんと考えていくような進め方をしたいと思っていて、

そのための市民参加型プログラムである。では、実際、ただ単

にワークショップをするという訳ではなくて、先ほど事務局か
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ら説明申し上げたとおり、実際にどんなことが今の鶴川団地の

図書の機能としてできるのかというところを実際に考えてい

く、やってみるというところからスタートして、じゃ、最終的

に今後の新しい鶴川図書館、あそこの鶴川団地の図書の機能と

してどんなのがいいかというのを考えていくところになる。今

ここで右か左かというのが決まっている訳ではなくて、まさに

そういったところを地域の皆さんと一緒に考えていく、そうい

った支援をしてもらう事業者が決まったという状況である。 

 ゆくゆくは市民協働型というところで、実際にコミュニティ

ーの機能が大事だということも聞いているので、ゆくゆくは地

域の人たちが自分たちのために運営するような図書の空間と

いう方が、それに沿ったものができるのではないかと、感触と

しては持っている。ただ、それが実際に地域の方々とプログラ

ムをやっていくのを通じて、今の鶴川図書館の２００平米ぐら

いあるところに、もう少し座れるところがあるといいのかどう

かとかも含めて皆さんと考えて、実際に改修が必要だったら改

修をしていこうとか、そういった進め方になるのかなと考えて

いる。 

 

○Ａ委員     みんなの話合いで、席を減らすよりは本が減らない方がい

いと、そんな話合いになれば、改修をしないということもあり

得るということか。 

 

○事務局     そこは、今ここでどうかという話をする訳にはいかない…

…。 

 

○Ａ委員     もう決まっているかのような感じで書いてあるが。 

 

○事務局     ただ一つ言えることは、今のあの形の図書館というものを

残すということは考えていないというのは、再三それは申し上

げている。それはなぜかというと、やはり今の利用状況に顕著

に表れていて、実際は鶴川駅前図書館ができたことによって、

現状としては、どちらかというとそちらにシフトしていってい

るのかなと感じている。ただ、我々としては、地域の方々が言

ってらっしゃるコミュニティーの機能がここにあるというこ

とがやはり大事なのかなと思い、地域の皆様と一緒につくれる
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のだったら、そういった機能を残していったほうがいいと思う

し、必要な図書館としての機能が何なのかというのを考えなが

ら、必要なものを残していくというのができると、よりいいの

ではないかなと、そういった考えで進めている。 

 

○委員長     議事の進め方が悪くて申し訳ない。４時を過ぎてしまうの

で、Ｃ委員が手を挙げていらっしゃったので、それを最後にさ

せていただきたい。この最後の議論はいっぱい重要なことがあ

り、私も４点ぐらいお話ししたいことがあるが、申し訳ないが、

何か言いたいことがある人はメモにまとめていただき、事務局

に出していただきたい。それを資料として次回お示しいただ

き、そうすれば議事には載らないが、資料としては載るという

ような形にさせていただければと思う。 

 

○Ｃ委員     鶴川図書館のことを本当はいろいろ聞きたかったが、それ

は置いておいて、次回に、これは急がないと思うので。 

 子供のマスクの件であるが、今、子供たちが外すという方向

でどこも動いていて、幼稚園、小学校もたまに外していると思

うが、感染拡大が子供から広がっているということもあって、

今、子供のマスクは図書館では現状どうしているのか。どこま

でしてもらうというのは決めているか。マスク着用を強制しろ

ということではなくて。 

 

○事務局     お子様についてはあまり強制しない、ほかの団体からのお

話とかもあったので、よっぽどいっぱいしゃべっていると、ち

ょっと声をかけるというのはあり得るとは思うが、見ている感

じでは、ほとんどマスクを外している状況や、あれは心配とい

う状況が今のところない。小さい子に全然そんなことは強要し

ない。 

 

○Ｃ委員     している子は少ないのか。ほぼしているのか。 

 

○事務局     マスクは結構しているので、していないから注意しなけれ

ばという方はあまりない。 

 

○Ｃ委員     こちらから強制しているようなことはないのか。 
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○事務局     それは全然ない。 

 

○Ｃ委員     分かった。ありがとうございました。 

 

○委員長     先ほど申したが、最後の図書館の報告事項について、多分次

回話す時間はほとんどないと思われる。だから、残念ながら、

取りあえず今回の報告についてご質問、ご意見等があれば事務

局の方に出していただいて、それは資料として次回つけていた

だくような形で、皆様と共有をさせていただきたい。 

 では、議題の５は以上とする。 

 議題の６、その他だが、皆さんの方から何かあるか。 

 図書館の方、何かあるか。 

 

○事務局     特にはないので、次回の開催日程が９月２８日水曜日、２時

から４時ということで、場所は同じくこちらになるので、どう

ぞよろしくお願いする。 

 

○委員長     皆さんお疲れ様でした。ありがとうございました。 

 


